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1.  平成22年3月期第3四半期の連結業績（平成21年4月1日～平成21年12月31日） 

 

(2) 連結財政状態 

（注）「自己資本比率」は、（期末純資産の部合計－期末少数株主持分）を期末資産の部合計で除して算出しております。 
 

(1) 連結経営成績（累計） （％表示は対前年同四半期増減率）

経常収益 経常利益 四半期純利益
百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％

22年3月期第3四半期 65,313 0.3 2,388 ― 1,561 △32.8

21年3月期第3四半期 65,141 ― △5,293 ― 2,325 ―

1株当たり四半期純利益
潜在株式調整後1株当たり四半期

純利益
円 銭 円 銭

22年3月期第3四半期 2.11 1.56
21年3月期第3四半期 3.15 2.46

総資産 純資産 自己資本比率 1株当たり純資産
百万円 百万円 ％ 円 銭

22年3月期第3四半期 3,585,410 156,031 4.3 162.76
21年3月期 3,437,616 125,335 3.6 120.13

（参考） 自己資本   22年3月期第3四半期  154,066百万円 21年3月期  123,440百万円

2.  配当の状況 

（注）配当予想の当四半期における修正の有無  無  

（注）上記「配当の状況」は、普通株式に係る配当の状況です。当社が発行する普通株式と権利関係の異なる種類株式（非上場）の配当の状況について 
   は、3ページ「種類株式の配当の状況」をご覧ください。 

1株当たり配当金

第1四半期末 第2四半期末 第3四半期末 期末 合計
円 銭 円 銭 円 銭 円 銭 円 銭

21年3月期 ― 0.00 ― 3.00 3.00
22年3月期 ― 0.00 ―

22年3月期 
（予想）

3.00 3.00

3.  平成22年3月期の連結業績予想（平成21年4月1日～平成22年3月31日） 
（％表示は対前期増減率）

（注）連結業績予想数値の当四半期における修正の有無  無  
 

経常収益 経常利益 当期純利益
1株当たり当期純利

益
百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 円 銭

通期 86,500 △1.4 7,400 ― 5,600 289.2 6.72
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4.  その他 

(1) 期中における重要な子会社の異動（連結範囲の変更を伴う特定子会社の異動）  無  

(2) 簡便な会計処理及び四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理の適用  無  

(3) 四半期連結財務諸表作成に係る会計処理の原則・手続、表示方法等の変更（四半期連結財務諸表作成のための基本となる重
要な事項等の変更に記載されるもの） 

(4) 発行済株式数（普通株式） 

※業績予想の適切な利用に関する説明、その他特記事項 

 本資料における業績予想は、本資料の発表日現在において入手可能な情報、および将来の業績に影響を与える不確実な要因に係る本資料発表日現
在における仮定を前提としています。実際の業績は、今後様々な要因によって異なる結果となる可能性があります。 

① 会計基準等の改正に伴う変更 無

② ①以外の変更 無

① 期末発行済株式数（自己株式を含む） 22年3月期第3四半期 740,448,722株 21年3月期  739,841,714株

② 期末自己株式数 22年3月期第3四半期  712,533株 21年3月期  685,313株

③ 期中平均株式数（四半期連結累計期間） 22年3月期第3四半期 739,356,174株 21年3月期第3四半期 739,052,180株
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○種類株式の配当の状況

普通株式と権利関係の異なる種類株式に係る１株当たり配当金の内訳は以下のとおりです。

１株当たり配当金

第１四半期末 第２四半期末 第３四半期末 期末 合計

円 銭 円 銭 円 銭 円 銭 円 銭

２１年３月期

0 00 14 00 14 00第一種優先株式

0 00 15 00 15 00第４回第一種優先株式

0 00 10 00 10 00第二種優先株式

２２年３月期

0 00第一種優先株式

0 00第４回第一種優先株式

0 00第二種優先株式

（ ）２２年３月期 予想

第一種優先株式

13 00 13 00第４回第一種優先株式

10 00 10 00第二種優先株式

（注）第一種優先株式については、全て普通株式を対価として当社が取得いたしました。

（株）紀陽ホールディングス(8415) 平成22年３月期 第３四半期決算短信
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【定性的情報・財務諸表等】

１．連結経営成績に関する定性的情報

当第３四半期累計期間における連結経営成績につきましては、連結経常収益は653億13
百万円（前年同期比1億72百万円増加）となり、連結経常費用は、前年同期に比べ債券関
係の損失が大幅に縮小しましたことなどから、629億25百万円（前年同期比75億9百万円減
少）となりました。

以上の結果、連結経常利益は23億88百万円（前年同期は連結経常損失52億93百万円）と
なり、連結四半期純利益は、法人税等調整額を17億71百万円（前年同期比58億81百万円増
加）計上したことなどにより、15億61百万円（前年同期比7億64百万円減益）となりまし
た。

２．連結財政状態に関する定性的情報

当第３四半期末における連結財政状態については、総資産が3兆5,854億円（前連結会計
年度末比1,477億円増加、前年同期末比1,892億円増加 、純資産が1,560億円（前連結会）
計年度末比306億円増加、前年同期末比234億円増加）となりました。

貸出金につきましては、2兆3,951億円（前連結会計年度末比166億円増加、前年同期末
比381億円増加）となりました。事業性貸出金は、設備投資などの需要が弱く、前連結会
計年度末比減少しておりますが、住宅ローンを中心に貸出金は増加しております。

預金・譲渡性預金につきましては、個人預金を中心に増加し、3兆2,936億円（前連結会
計年度末比957億円増加、前年同期末比1,220億円増加）となりました。

また、有価証券につきましては、9,097億円（前連結会計年度末比1,082億円増加、前年
同期末比915億円増加）となりました。

３．連結業績予想に関する定性的情報

平成22年3月期の連結業績予想につきましては、平成21年11月13日に公表しました連結
業績予想からの変更はございません。

４．その他

(1)期中における重要な子会社の異動（連結範囲の変更を伴う特定子会社の異動）

該当事項はございません。

(2)簡便な会計処理及び四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理の適用

（簡便な会計処理）
・減価償却費の算定方法

定率法を採用している有形固定資産については、年度に係る減価償却費の額を期間
按分する方法により算定しております。

（四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理）

該当事項はございません。

(3)四半期連結財務諸表作成に係る会計処理の原則・手続、表示方法等の変更

該当事項はございません。

（株）紀陽ホールディングス(8415) 平成22年３月期 第３四半期決算短信
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５【四半期連結財務諸表】 
(1)【四半期連結貸借対照表】 

(単位：百万円)

当第３四半期連結会計期間末
(平成21年12月31日) 

前連結会計年度末に係る 
要約連結貸借対照表 
(平成21年３月31日) 

資産の部   

現金預け金 59,257 60,991

コールローン及び買入手形 85,057 31,422

債券貸借取引支払保証金 － 41,760

買入金銭債権 4,521 5,211

商品有価証券 5,366 5,011

有価証券 909,756 801,474

貸出金 2,395,183 2,378,516

外国為替 2,542 3,980

その他資産 46,632 26,627

有形固定資産 34,234 34,054

無形固定資産 19,295 18,686

繰延税金資産 36,862 42,900

支払承諾見返 19,176 21,341

貸倒引当金 △32,477 △34,362

資産の部合計 3,585,410 3,437,616

負債の部   

預金 3,225,291 3,111,213

譲渡性預金 68,390 86,693

債券貸借取引受入担保金 23,484 －

借用金 35,548 42,617

外国為替 25 130

社債 16,800 13,800

その他負債 39,797 35,077

退職給付引当金 27 456

役員退職慰労引当金 40 72

睡眠預金払戻損失引当金 479 604

偶発損失引当金 317 272

支払承諾 19,176 21,341

負債の部合計 3,429,379 3,312,280

純資産の部   

資本金 58,350 58,350

資本剰余金 64,630 64,630

利益剰余金 32,825 34,204

自己株式 △133 △132

株主資本合計 155,672 157,053

その他有価証券評価差額金 △1,603 △33,611

繰延ヘッジ損益 △2 △0

評価・換算差額等合計 △1,605 △33,612

少数株主持分 1,964 1,894

純資産の部合計 156,031 125,335

負債及び純資産の部合計 3,585,410 3,437,616

（株）紀陽ホールディングス(8415)　平成22年３月期　第３四半期決算短信
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(2)【四半期連結損益計算書】 
【第３四半期連結累計期間】 

(単位：百万円)

前第３四半期連結累計期間 
(自 平成20年４月１日 
 至 平成20年12月31日) 

当第３四半期連結累計期間 
(自 平成21年４月１日 
 至 平成21年12月31日) 

経常収益 65,141 65,313

資金運用収益 49,056 46,491

（うち貸出金利息） 38,509 36,407

（うち有価証券利息配当金） 10,071 9,868

役務取引等収益 9,380 8,031

その他業務収益 6,241 7,945

その他経常収益 462 2,845

経常費用 70,434 62,925

資金調達費用 9,000 7,754

（うち預金利息） 7,690 6,717

役務取引等費用 2,977 2,963

その他業務費用 15,060 4,010

営業経費 29,714 30,521

その他経常費用 13,680 17,675

経常利益又は経常損失（△） △5,293 2,388

特別利益 4,503 1,679

固定資産処分益 84 －

貸倒引当金戻入益 2,880 －

償却債権取立益 1,538 1,679

特別損失 445 30

固定資産処分損 46 24

減損損失 398 5

税金等調整前四半期純利益又は税金等調整前四半期
純損失（△）

△1,234 4,037

法人税、住民税及び事業税 518 602

法人税等調整額 △4,110 1,771

法人税等合計 △3,592 2,373

少数株主利益 32 101

四半期純利益 2,325 1,561

（株）紀陽ホールディングス(8415)　平成22年３月期　第３四半期決算短信
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（株）紀陽ホールディングス(8415) 平成22年３月期 第３四半期決算短信

( )継続企業の前提に関する注記3
該当事項はございません。

(4)株主資本の金額に著しい変動があった場合の注記
該当事項はございません。
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＜その他の参考資料＞

平成２２年３月期第３四半期決算について

1. 平成２２年３月期第３四半期の業績概要

① 紀陽銀行単体

（単位：百万円）

平成22年3月期平成22年3月 平成21年3月期

通期予想値第3四半期 第3四半期 比較

累計期間(ａ) 累計期間(ｂ) (ａ－ｂ)

44,751 34,837 9,914業 務 粗 利 益

38,483 39,765 △ 1,282資 金 利 益

3,055 4,483 △ 1,428役 務 取 引 等 利 益

3,212 △ 9,410 12,622そ の 他 業 務 利 益

27,601 27,315 286経費（除く臨時処理分）（△）

1,156 － 1,156一般貸倒引当金繰入額（△）

15,992 7,522 8,470業 務 純 益

14,115 16,644 △ 2,529う ち コ ア 業 務 純 益

△ 12,420 △ 11,831 △ 589臨 時 損 益

4,852 7,376 △ 2,524不良債権処理額（△）

985 － 985うち個別貸倒引当金繰入額（△）

△ 7,863 △ 4,814 △ 3,049株 式 関 係 損 益

7,969 3,123 4,846う ち 株 式 等 償 却 （ △ ）

296 358 △ 62そ の 他

3,572 △ 4,309 7,881 9,000経 常 利 益

1,324 3,873 △ 2,549特 別 損 益

－ 3,062 △ 3,062うち貸倒引当金戻入益

4,896 △ 435 5,331税 引 前 四 半 期 純 利 益

44 40 4法人税、住民税及び事業税（△）

2,060 △ 3,506 5,566法 人 税 等 調 整 額 （ △ ）

2,790 3,031 △ 241 7,300四半期（当期）純利益

4,657 3,158 1,499与 信 コ ス ト 総 額 （ △ ）

（注）１．コア業務純益とは、一般貸倒引当金繰入前、債券関係損益控除後の業務純益です。

２．平成２１年３月期第３四半期累計期間の一般貸倒引当金繰入額は △3,579百万円となり、個別貸倒引

当金繰入額 517百万円とネットし、3,062百万円を特別利益（貸倒引当金戻入益）に計上しております。

３．与信コスト総額＝一般貸倒引当金繰入額＋不良債権処理額－償却債権取立益－貸出関連に係る貸倒引

当金戻入益

４．（△）は損失項目です。

当第３四半期累計期間（平成21年4月1日～平成21年12月31日）の紀陽銀行の経営成績は、貸出金利息

や有価証券利息などによる資金利益や、預かり資産販売などによる役務取引等利益が前年同期比減少し

たことから、コア業務純益は前年同期比25億29百万円減少し、141億15百万円となりました。

経常利益は、前年同期比78億81百万円増加の35億72百万円となりましたが、法人税等調整額が前年同

期比55億66百万円増加したことなどにより、四半期純利益は前年同期比2億41百万円減少の27億90百万

円となりました。

なお、株式等償却を79億69百万円計上いたしましたが、これは概ね業績予想に織り込んでおり、通期

業績予想に変更はありません。

（株）紀陽ホールディングス(8415) 平成22年３月期 第３四半期決算短信
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（株）紀陽ホールディングス(8415) 平成22年３月期 第３四半期決算短信

② 紀陽ホールディングス連結

（単位：百万円）

平成22年3月期平成22年3月期 平成21年3月期

通期予想値第3四半期連結 第3四半期連結 比較

累計期間(ａ) 累計期間(ｂ) (ａ－ｂ)

47,739 37,640 10,099連 結 粗 利 益

38,736 40,056 △ 1,320資 金 利 益

5,067 6,402 △ 1,335役 務 取 引 等 利 益

3,934 △ 8,818 12,752そ の 他 業 務 利 益

30,521 29,714 807営 業 経 費（△）

1,386 － 1,386一般貸倒引当金繰入額（△）

不良債権処理額（△） 6,212 8,464 △ 2,252

1,310 － 1,310うち個別貸倒引当金繰入額（△）

△ 7,864 △ 4,820 △ 3,044株 式 関 係 損 益

2,388 △ 5,293 7,681 7,400経 常 利 益

1,649 4,058 △ 2,409特 別 損 益

－ 2,880 △ 2,880うち貸倒引当金戻入益

4,037 △ 1,234 5,271税金等調整前四半期純利益

602 518 84法人税、住民税及び事業税（△）

1,771 △ 4,110 5,881法 人 税 等 調 整 額 （ △ ）

1,561 2,325 △ 764 5,600四半期（当期）純利益

5,919 4,058 1,861与 信 コ ス ト 総 額 （ △ ）

（注）１．連結粗利益＝（資金運用収益－資金調達費用）＋（役務取引等収益－役務取引等費用）

＋（その他業務収益－その他業務費用）

２．平成２１年３月期第３四半期連結累計期間の一般貸倒引当金繰入額は△3,883百万円となり、個別貸倒

引当金繰入額 1,002百万円とネットし、2,880百万円を特別利益（貸倒引当金戻入益）に計上しており

ます。

３．与信コスト総額＝一般貸倒引当金繰入額＋不良債権処理額－償却債権取立益－貸出関連に係る貸倒引

当金戻入益

４．（△）は損失項目です。

当第３四半期連結累計期間の連結経営成績につきましては、当社グループの中核である紀陽銀行にお

ける前ページ「①紀陽銀行単体」での経営成績を主因に、23億88百万円の経常利益（前年同期比76億81

百万円の増益）となりました。また、四半期純利益は15億61百万円（前年同期比7億64百万円の減益）

となりました。
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２．預金、貸出金の残高【単体】

（紀陽銀行単体）

（単位：億円）

平成21年12月末 平成21年3月末 平成20年12月末

預金・譲渡性預金（末残） 33,112 32,140 31,879

うち預金 32,328 31,193 31,164

うち個人預金 25,316 24,483 24,671

貸出金（末残） 24,023 23,856 23,650

うち消費者ローン 8,446 8,116 7,920

うち住宅ローン 7,265 6,975 6,805

３．預かり資産（投資信託・公共債・個人年金保険等）残高【単体】

（紀陽銀行単体）

（単位：億円）

平成21年12月末 平成21年3月末 平成20年12月末

投資信託残高 1,467 1,145 1,184

公共債残高 724 764 773

投資信託・公共債合計残高 2,191 1,910 1,958

個人年金保険等 2,061 1,839 1,681

（注）個人年金保険等は、販売累計額を記載しております。

４．自己資本比率【連結】【単体】

（紀陽ホールディングス連結、第二基準）
（単位：億円）

平成21年12月末 平成21年9月末

自己資本比率 11.49 ％ 11.08 ％

Ｔｉｅｒ１比率 8.20 ％ 8.28 ％

自己資本額 2,064 1,974

うちＴｉｅｒ１ 1,474 1,475

リスクアセット等 17,957 17,810

総所要自己資本額 718 712

（紀陽銀行単体、国内基準）
（単位：億円）

平成21年12月末 平成21年9月末

自己資本比率 10.98 ％ 10.57 ％

Ｔｉｅｒ１比率 7.67 ％ 7.74 ％

自己資本額 1,961 1,872

うちＴｉｅｒ１ 1,369 1,371

リスクアセット等 17,856 17,704

総所要自己資本額 714 708

（株）紀陽ホールディングス(8415) 平成22年３月期 第３四半期決算短信
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（株）紀陽ホールディングス(8415) 平成22年３月期 第３四半期決算短信

５．時価のある有価証券の評価差額【単体】

（紀陽銀行単体）

○その他有価証券の評価差額
（単位：億円）

平成21年12月末 平成21年3月末 平成20年12月末

時価 評価差額 時価 評価差額 時価 評価差額

うち益 うち損 うち益 うち損 うち益 うち損

その他有価証券 6,865 △ 93 94 188 5,647 △461 37 498 5,790 △395 81 477

株式 439 △ 1 40 42 422 △109 31 141 446 △127 47 174

債券 3,939 30 42 12 3,143 △ 52 6 59 3,138 △ 8 32 40

その他 2,486 △122 11 133 2,080 △298 0 298 2,205 △259 2 261

（注２） 66 66 － 71 71 － 73 73 －

総合計 △ 26 161 188 △389 109 498 △322 154 477

（注１）有価証券のほか、買入金銭債権中の信託受益権も含めております。
（注２）紀陽銀行では、21年 3月期第３四半期において、企業会計基準委員会実務対応報告第25号を考慮し、変動利付国

債の時価については合理的に算定された価額を適用しておりますが、併せて同実務対応報告第26号を適用し、保
有している変動利付国債の全てについて「その他有価証券」から「満期保有目的の債券」へ保有目的区分を変更
しております。このため、振替時の時価と償却原価との差額6,655百万円（平成21年12月末時点）、7,166百万円
（平成21年3月末時点）、7,336百万円（平成20年12月末時点）が、その他有価証券に係る評価差額として純資産
の部に計上されております。

（注３）平成21年12月末における「その他有価証券評価差額金」は△2,118百万円、平成21年3月末における「その他有価
証券評価差額金」は△34,139百万円、平成20年12月末における「その他有価証券評価差額金」は△27,755百万円
であります。

○満期保有目的の債券で時価のあるもの
（単位：億円）

平成21年12月末 平成21年3月末 平成20年12月末

帳簿 含み損益 帳簿 含み損益 帳簿 含み損益

うち益 うち損 うち益 うち損 うち益 うち損価額 価額 価額

2,104 18 19 1 2,250 △42 3 45 2,271 △37 5 43

○子会社・関連会社株式で時価のあるもの

該当ありません。

６．「金融再生法ベースのカテゴリーによる開示」【単体】

（紀陽銀行単体）
（単位：億円）

平成21年12月末 平成21年3月末 平成20年12月末

破産更生債権及びこれらに準ずる債権 288 316 319

危険債権 558 559 593

要管理債権 82 84 134

小計 929 961 1,047

（合計債権残高に占める比率） ( 3.81%) （ 3.96%） ( 4.35%)

正常債権 23,465 23,286 23,006

合計 24,395 24,248 24,054

以 上
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